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№４５７ 「秋の歴史見学会」に参加して ２０１２．１１．２５

＊今回の見学会は、参加者が１８名といつもと比べても少なかったように思いますが、中学生が二
人参加し、とても熱心にメモを取るようすに感激しました。（Ｍ）

千葉県歴教協「秋の歴史見学会」に参加して

菱田美穂子（千葉市民）

千葉市若葉区は千葉市中心部から東に広がる田園地帯である。５０年ほど前から住宅開発が
すすみ、人口が増えてきた。私もそんな新住民の一人である。３０年もこの地に住んでいるのに、地
元のことを何も知らないとつくづく感じさせられた、今回の見学会だった。若葉区の中心、ＪＲ都賀
駅を出発、目的地のみつわ台周辺に向かう。途中、道路沿いの草木を分け入ると１〜２ｍほどの坂
がでこぼこしている。「中世の城郭の土塁かもしれません」と平野先生の解説。おまけに二枚貝や
ら、牡蠣、さざえの貝殻、縄文土器の破片らしきものもみつかる。ず〜っとか途切れ途切れかはわ
からないが、この地には縄文時代から現代まで、人間が住み続けていた。そしてその５０００年にお
よぶ歴史の中で最大最悪の破壊者は、われわれ現代人のようだ。川の流れる谷を埋め、土地をな
らして道路を通し、地形まで変えて、今、われわれの住む町が広がる。
千葉は古くから人が住んでいたとは言え、決して主役ではない。奈良や京都、東京のように、権

力の中心になったことはない。そのせいか遺跡といえるものはどれもかわいらしい。こじんまりとし
て、気負いがない。モノレールみつわ台駅のそばに古墳時代の小さな円墳が残っている。弥生時
代、この谷で水田をつく
り、集落をまとめた長の墓
だろうか。縄文時代から、
干貝を作り、葭川を辿っ
て交易をしていたとの説
もあるので、記録にはなく
ても古代の人々の暮らし
は案外、豊かだったのか
も知れない。
中世になると、千葉氏

が支配し、地名が千葉荘
寺山郷となる。現在につ
ながる地名がつくと、ぐっ
と親近感がわく。さらに
は、日蓮遺文紙背文書の
存在。日蓮さんが研究し
たノートが残っているのも
大したものだが、その紙

なかま

千葉県歴教協の集大成が
１枚のＤＶＤ（２０１２年改訂版）になりました

このＤＶＤ（「わたしたちの歩み ２０１２年改訂版」）は、私たち千
葉県歴教協の１９５４年からの、およそ５０余年にわたる歴史と言って
も過言ではありません。千葉県歴教協の会員であっても初めて見
る会報や会誌および『１００時間』『１００話』など絶版の書籍を集録
することができました。
私たちは、２１世紀を迎えながら、歴史教育・社会科教育のため

に、地域や子どもたちに根ざした活動をさらに続けていこうと考えて
います。そのためにも、過去に、千葉県歴教協の会員たちが何を語
り、どのような実践を積み重ねてきたかを知らなければならないと考
え、ＤＶＤを製作するに至りました。
全国のなかまたちとともに、私たちの活動をふり返り、財産となる

ことを期待しています。
このＤＶＤをご希望の方は事務局までご連絡ください。１枚千円

です（郵送料含む）。（Ｍ）



- 2 -

が、千葉氏が捨てた訴訟関係の書類の再利用だったとは。「コピー用紙は裏表を使いましょう」な
んて節約と同じ。１３世紀の人にやはり親近感。
時代は下って江戸時代。千葉の農村では一生の楽しみは、男は出羽三山講、女は秩父講。寺

の境内には、秩父三十四番供養の石碑や石仏がたくさんある。刻まれた年号を見ると江戸、明治、
昭和と伝統は生きている。庶民の信仰は心の癒し、遊びの免罪符。明治時代になると、町村合併
に伴って神社整理統合がおこなわれる。東寺山町にある鹿島神社には約１５の神様がいらっしゃ
る。そして軍靴の足音が聞こえてくる。軍馬に徴用された馬を祀った馬頭観音が辻や追分などに
建立された。１９５０年代から６０年代にこの地の人々が建てた忠魂碑は生々しい。刻まれたアジア太
平洋戦争の戦没者の名前が痛ましい。この地域が中央に一番大きな影響を受けたのは２０世紀だ
ろうか。
わずか６時間で辿った、地元の歴史の痕跡。微笑ましくもあり、悲しく、でもたくましくもあった。

Ｈ．Ｙ（千葉県立千葉中学校生）

今回、僕たちが普段歴史や公民を教わっている石垣先生の紹介で、歴史見学会に参加しました。そし
て、教科書の歴史がこういう小さな一つひとつのピースからなっているということを実感し、また「歴史の
奥深さ」を感じることができました。
普段は車で横を通っているだけの道路から、一歩茂みに入れば土器や貝、土塁が見つかり、城跡の

存在や縄文の人々を身近に感じ、マンション群のすぐ脇には古墳群の息吹が聞こえ、小さな神社からこ
れほど多くの人々の暮らし・文化・モノの感じ方を知ることができる。教科書で知った風に錯覚しがちな
歴史は、こんなにも豊かでそして名もない民によってつくられている。寒々しい秋の一日に、僕は歴史に
よって新しい感動を覚えた気がします。
僕は昨年、四街道の軍遺構を巡り、文献をいくつか読んで、小さな、しかし人生で初めて歴史を自ら探

りました。今回の都賀みつわ台の調査の中に、四街道のことを調査したときに出てきたような事実、同じ
ような事象が幾つもあり、歴史は横につながっていることを強く実感しました。
一方で歴史を縦につなぐこと、歴史を守り語り継ぐことの難しさも感じました。今回訪れ初めて知った

歴史の数々は、明治以降の、特に戦後の団地開発の中で失われてしまったものが多く、とても残念に感
じました。もう一方で、縄文人の遺構を半ば無造作に破壊して、されどそうまでして必死に経済成長する
過程で得た高度な経済と生活の上にも私たちの暮らしはあり、それもまた後世から見れば歴史である。
僕はその冷厳な事実も痛感しました。人は過ちから学び、そしてそれを改善していく過程で成長します。
しかし、改善したと思ったそれもまた後世から見ると過ちであり、またそれを改善しようと努力するので
す。僕たちはこの蟻地獄のような無限ループのような時間に生きているようにも感じます。だからこそ僕
が学校で歴史を学び、今回の歴史研究会のように歴史を研究されるたくさんの方がおられ、そして歴史
から学んでいくのだと思います。
歴史というのは縦糸と横糸が織りなす織物のようなものだと、僕は今感じています。それは糸くずもた

くさんついていて、また縦糸と横糸が一見こんがらがっている様にも見え、非常に面倒にも感じられます。
しかし、そのようにして歴史という織物をほぐして研究する僕たちもまた糸くずであるように感じます。だ
からこそ、歴史を学習し、そしてこれからの人生を美しく、少しでも地域・日本・世界をよくしていこうとす
る義務があるように今思います。それは歴史がこんなにも身近に有って、そして今に繋がっていることを、
寒空の下を一日歩くことで感じることができたからです。
今回は歴史見学会に参加させてもらって本当にありがとうございました。

Ｙ．Ｋ（千葉県立千葉中学校生）
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１１月３日、私は秋の歴史見学会に参加しました。今回見学した遺跡は、身近に存在しているにもかか
わらず、学校で習った大きな歴史とリンクしているように感じました。またリンクしているということは考え
て見ると当たり前なことだと思います。それは日本の大きな歴史といえども、一つひとつの地域が集まっ
て歴史を構成しているからです。またそれらはすべて一つの因果の中にあると考えられます。だからこそ
そこになければならないものもあるし、そうなってはならない、そこにあってはならないものもあるはずで
す。
自分の地域が、日本の歴史という想像も難い大きなものにどうかかわっているのか知ることは、「ただ

知識を得る」ということでない以上に、私たちに多くのことを感じさせてくれます。例えば、何気ない畑に
縄文土器が落ちている、それだけで１万年も前の人の生活を感じたようでワクワクしてきます。道から一
本入ると中世城館跡がある、「貝塚の上にお城があって、武士は何を思ったんだろう」とか、まるで秘密
基地みたいに考えて、「ああここから来た敵をこう迎え撃つんだ」と考えていくと、歴史はより身近なもの
に感じられます。
明治以降、軍備や都市計画によってなくなってしまった遺跡もたくさん存在します。それは遺跡の持つ

価値が、現代の民主主義の経済の中で理解されなかったことの代償ではないでしょうか。人の基本的
な構造は今も昔も変わりません。自分より前に生きた人がどんな人生を過ごしたか、どんな過ちを犯した
か、どんな良いことをしたのか、何を良いと考えたのか、何を信じていたのか、それらを知ることが私たち
に何をもたらすか、それはきっとお金などの数字にはあらわれません。でもそれは絶対に必要なことなの
です。私たちの考え方がなぜそうあるのかということ、今の時代の常識が常に常識ではないこと、組織の
統率の仕方、効率的な土地利用の仕方など、現在の社会に不足しているものは過去にあるかもしれま
せん。今の大学生ぐらいの人が戦争で死んだこと、決して忘れてはならない事実です。
実際に足を運んで、見て、触って思うことは、絶対に紙の上で考えることとは違います。今回まさに感じ

たのは、それらを感じた喜び、それに対する興奮であったと思います。嬉しいではないですか、自分の立
っている場所で遠い昔に生きた人がいて、その跡が今まさに眼の前にあるなんて。

関東大震災８９周年慰霊祭参加の感想

舟津悠紀（日韓大学生交流会会員）

今年の９月９日、千葉県八千代市高津区にある高津山観音寺にて「関東大震災８９周年慰霊祭」が
行われた。そのようすと参加した感想を若干報告させてもらいたい。１９２３年に起きた関東大震災におい
ては、多くの朝鮮人が虐殺された。八千代市においても朝鮮人虐殺は起きており、犠牲者慰霊のために
行われるようになったのが本慰霊祭である。この慰霊祭は、高津山観音寺・協賛＝萱田山長福寺、高津
区特別委員会、千葉県における関東大震災と朝鮮人犠牲者追悼調査実行委員会の共催であり、１９８３
年から毎年継続して行われ、今年で２９回目を迎えるという。
地域に根ざした貴重な取り組みとしてこの慰霊祭は知られ、そのあり方に学ぶため、今回初めて僕は

参加させてもらった。
そこで最も印象に残っているのが、慰霊祭後に行われた慰霊碑巡拝である。慰霊碑巡拝では、八千

代市で虐殺事件が起きたと確定できる４カ所のうち３カ所、その近辺にある慰霊碑を巡拝する。当日は
多くの人が慰霊祭に参加したため、道路沿いに位置する大和田新田「無縁仏の墓」には代表が参拝
し、僕は話を聞きながらその慰霊碑を通過するのみだったが、萱田長福寺「至心供養塔」、萱田中台墓
地「無縁供養塔」には参拝することができた。
供養塔前に着いて読経と焼香の後、千葉県における関東大震災と朝鮮人犠牲者追悼調査実行委

員の一人である平形千恵子さんから、そこでの虐殺についてとその供養塔が建立されるまでの経緯に
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ついての詳しい話があった。虐殺については、虐殺された犠牲者が連れ歩かされ、虐殺されるその瞬間
までを、その情景を想像しながら話を聞いた。その理不尽さに言葉にならない気持ちになったのを覚えて
いる。そして、平形さんの話には、その事件を忘れることができず苦悩する地域の人々の姿もあった。証
言者の呼びかけによって遺骨掘り起こしが行われ、萱田長福寺「至心供養塔」が建立されるに至った話
にせよ、萱田（上）地区の人々によって建立され、証言者によって韓国の土が届けられた中台墓地「無縁
供養塔」にせよ、それは同様だった。
慰霊碑巡拝において平形さんを囲んで話を聞いたその空間は、そうして建立された慰霊碑の意味を

知り、考えさせてもらえる場だったと思う。関東大震災下における朝鮮人虐殺が、人間対人間の間で起
きた出来事だと実感をもって感じることができたのがこの慰霊祭だった。実際にその土地を歩き、慰霊
碑建立までの話しを聞けたのがよかった。とても貴重な体験だったと思う。

地域に根ざす活動に踏み込む心根に感謝を表したい
─歴教協第６４回大会分科会の小薗報告を聞いて

大竹米子（実行委員会・習八支部）

前号いしぶみでご案内の歴史教育者協議会第６４回千葉大会分科会が、８月４日・５日、千葉大
学を会場に開かれ、第一テーマ歴史と現代の「地域の掘りおこしし」分科会で小薗崇明氏の「千
葉県における関東大震災と朝鮮人犠牲者追悼・調査実行委員会の活動─遺骨の発掘と慰霊碑
建立」の報告があった。
私たちの追悼・調査実行委員会はある意味でこの「地域の掘りおこし分科会」で育ったというと

ころがある。１９６０年代から７０年代にかけて、北海道歴教協は明治以来の開発政策の犠牲になっ
た秩父事件、自由民権運動の国事犯、炭鉱のタコ労働者、強制連行の中国人・朝鮮人らの、事実
の検証、足に鎖をつけたままの遺体の発掘、碑の建立、関係者の自己批判による謝罪行為まで精
力的な活動報告に学んだことは大きい。７０年代から８０年代にかけて、北海道からは「掘りました
か」「建ちましたか」と励まされつつ、一方では「あなたたちはシツッコイ！」という賛辞？が出るほど
平形、大竹、吉川、西沢で何本ものレポートを提出した（「近現代史」「父母市民の歴史学習」の分
科会）。残念ながら、掘りましたよ、慰霊碑を建てましたよと知らせたい方は亡くなってしまった。
専修大学東洋近現代史ゼミが田中正敬・専修大学関東大震災史研究会編『地域に学ぶ関東

大震災─千葉県における朝鮮人虐殺その解明・追悼はいかになされたか』日本経済評論社、２０１
２年を刊行した。小薗報告は、その中の彼が担当した部分を基に、８３年『いわれなく』出版以降の
実行委員会の活動についてである。２８年間・２８回に及ぶ慰霊祭、遺骨の発掘、碑の建立、改葬と
大きな取り組みを実行委員会と地域がどうかかわってきたか。４０分足らずの持ち時間で淡々と、
今回は実行委員会関係者の言動を客観的にかなりきめ細かな目で分析した報告となる。小薗報
告のあと補足発言を求められて、平形千惠子さんが「この分科会で何回も報告をさせてもらったこ
と、近現代史分科会にも歴史的位置づけを討議してもらいたいと持ち込んだこと、私たちに付き合
った若い人たちによく勉強してもらい、引き継いでもらえることに感謝している。ぜひ、まとめられた
この本を読んでいただきたい」と述べた。
かつて「関東大震災の朝鮮人虐殺は関東だけの問題ではない」と、この問題を高い見織でとら

える示唆をされた方から私たちは労いの言葉と若い人に引き継がれることを喜んでいただいた。
それにつけても、小薗さんがレポートの終わりに「地域に決して強制せずに、長い間向き合つてき
た実行委員会の歴史から私が学んだ点は、表に登場する資料集（証書集）や碑の背景には、複雑
な背景があるということだ。（中略）そういう意味で『地域に学ぶ関東大震災』を書くにあたってお
こなった「聞き取り調査者の聞き取り」というのは意味がある」と書いているように、彼自身が地域
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に根ざす活動に踏み込んでいく心根に謝意を表したい。
（千葉県における関東大震災と朝鮮人犠牲者追悼・調査実行委員会会報「いしぶみ」４５号より）

■書評
＊米山さんにお願いしたところ、詳細な書評が届きましたので、連載にします。（Ｍ）

千葉県歴教協世界部会編『地図を書いて学ぶ世界史』 その１

米山宏史（歴教協常任委員）

本書の位置づけ
歴史学者の油井大三郎は、ある講演会において「世界史の学習には、過去との出会いと世界と

の出会いという二つの出会いが含まれている」と語っている。世界史という科目の魅力と可能性を
言い当てたともいえる、この油井の発言を実際の授業で実現するためには、過去との出会いの土
台となる確かな時間認識と世界との出会いの基礎となる豊かな空間認識が必要であろう。
さて、そこで、生徒一人ひとりの時間認識と空間認識を統一的にどのように育てるかという重要

な課題に向き合うとき、多くのヒントと示唆を提示しているのが本書『地図を書いて学ぶ世界史－
世界地図を５秒で書いて考える』である。本書は、すでに１９９０年代前半から棚澤文貴が先駆的に
取り組んでいた、授業で世界地図を板書し、生徒が世界空間の中における歴史展開を自分の頭
で理解し、歴史認識と空間認識を深めていくという実践を、千葉県歴教協世界部会のメンバーが
共有し、２００４年以来７年間の歳月をかけて、各自が各勤務校で試行した多様な実践を集大成し
た世界史教育の貴重な成果である。
２３７頁からなる本書は、序章にあたる「略地図の書き方」で「５秒で書ける世界地図とは？」「高

校生が描く『頭の中の世界地図』」を置き、つづく「世界史の扉」として「ジョン・万次郎の大冒険」
を設けて代表的な実践例を通じて読者に本書の全体的イメージを提示し、さらに本論では、時系
列的に「諸地域世界の形成・交流と再編」の章に七つの、「諸地域世界の結合と変容」に九つの、
「地球世界の到来」に十の、それぞれ実践例と解説を掲載している。本書を通読すると、実際の授
業場面における世界地図の板書例に接しながら、遊牧民社会の成立からイラク戦争まで２８のテ
ーマの内容を学び、私たち教師自身が時間認識と空間認識を深めることができる。本書が取り上
げた２８のテーマは世界史学習のうえではいずれも重要なテーマであり、また、生徒の興味・関心を
喚起するためにも適切な題材であり、それらのテーマに対して各執筆者は歴史研究の成果に真摯
に学びながら、冷静で客観的な視線と優しく温かなまなざしを織り交ぜながら、各テーマの内容と
要点を生き生きとわかりやすく描いている。以下、個別に内容を紹介したい。
序章と「扉」について
序章の「５秒で書ける世界地図とは？」は実際の世界地理上の位置関係を一つずつ確認しなが

ら一筆書きで世界地図を板書するポイントを明示していて、大変わかりやすい。昨日と今日が同居
する島・フィジーのタベウニ島の話は授業のネタとして面白い。「ポイント解説 超簡単・世界地図
板書法」「ポイント解説 誰でもできる世界地図の書き方指導」を読むと、本書を片手に放課後の
教室でひっそり板書練習をしてみたくなる。「高校生が描く『頭の中の世界地図』」は高校生の空
間認識が希薄で世界地図を描けないこと、しかし、授業で世界地図を毎回書かせることによって
次第に正確な空間認識が形成され、世界地図を書けるようになることを実践にもとづき丁寧に報
告している。本文で紹介されている鈴木亮、鳥山孟郎、石渡延男をはじめ吉田悟郎など歴教協の
世界部会に足跡を残した多くの先人が生徒の空間認識を育てるために世界地図を書く授業を尊
重し、それを追求してきたことを想起した。
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「世界史の扉」としての「ジョン・万次郎の大冒険」からは、漂流民・万次郎の数奇な生涯とアメ
リカの捕鯨業の展開を重ね合わせながら、１９世紀の太平洋世界史、日米関係史、万次郎が日本
の開国と近代化に果たした役割を学ぶことができる。万次郎が英語を習得して捕鯨業に励み、副
船長に起用されたこと、しかし帰国の夢をあきらめずについには母親と念願の再会を果たしたとい
う事実など、彼の旺盛な好奇心とチャレンジ精神は、困難で不透明な時代を生きる私たちに勇気
を与えてくれる。
「諸地域世界の形成・交流と再編」の諸テーマについて
１「農耕民を圧倒せよ」は農耕民の視座から一方的に記録を残され農耕民社会よりも過小評価

されてきた遊牧民が、実は長いその歴史過程と日々の生活経験の中で「群れの占有」「選択的狩
猟」「ミルクとの出会い」「乳製品の加工」「オスの去勢」「騎馬による家畜の管理」などを「発見」
し、多民族・多地域・多文化の複合的な遊牧国家を形成したことを詳論し、私たちの農耕民中心史
観に見直しを迫っている。
２「世界の『中心の華』中国」は日本や突厥などの周辺地域・民族を視野に入れ、冊封体制の

意味とその形成過程、構造を解き明かしている。初期遣隋留学生が渡来系人物であったことから
当時の「国際性」や、唐からの返礼品の集配システムがよくわかる。また、８世紀の半ば、日本の遣
唐使が喚起した争長事件は、冊封体制の中での蕃望が東アジア諸国の威信にとっていかに重要
であったかをを示唆している。日本史の授業で見られがちな遣唐使を日中の二国間で考えるので
はなく広く東アジアの国際関係に位置づけ、中国を中心とした独自の国際秩序としての冊封体制
の理解を深めたい。
３「玄奘のみたインドとは何か？」は玄奘の著作『大唐西域記』の記述に従ってインド世界を五つ
の地域（北インド、中インド、東インド、南インド、西インド）に区分し、各地域の文化的・宗教的特徴
を描きながら、各地域でそれぞれ個性豊かな宗教が開花したことを紹介している。インドが多様な
地域世界から構成され、さらに外の世界に開かれ、外部の世界と結びついていたことがよくわかる
記述である。弟子を処刑された玄奘が太宗の政治顧問への要請を固辞し、膨大な仏典翻訳に生
涯を尽くしたという事実は、私たちに人はどう生きるかを問いかけている。
４「仏教栄える南の島国」は近年研究の進展がめざましい東南アジアの多島海・海域ネットワーク
世界を舞台に展開した宗教と国家形成の多彩な歴史に論及している。遺跡の出土品が明かす扶
南の外港オケオの繁栄ぶり、マラッカの王の権力基盤としてのインド文化の摂取、シュリーヴィジ
ャヤ王国の国家編成と王国の長期存続のための二元的な宗教政策（国内的には非仏教的な土
着の呪術信仰と外交政策としての仏教保護）、ボロブドゥールと東大寺の二つの仏像から読み解
ける大乗仏教の発展の頂点など、この地域の多彩な宗教と国家形成の歴史を通じて、現在の東
南アジアの基層について学ぶことができる。
５「増えるムスリム・ムスリマ」は東海散士や伊藤博文など日本人とイスラームとの出会い、ヨーロ
ッパ人が意図的に作り上げた「コーランか剣か」という誤った言説、イスラームの拡大に貢献したム
スリム商人の活動、民衆に浸透したスーフィズム、日本におけるムスリムの足跡、ムスリムの独自な
埋葬方法などを取り上げ、イスラームの宗教的特徴、日本との歴史的な関係、素顔のムスリムなど
を優しいまなざしで描いている。ムスリムは土葬の習慣を持ち、日本国内のムスリム霊園が山梨県
の塩山にあるという指摘など教
えられることが多く、私たちのイ
スラームに対する無理解・偏見
を解きほぐす好論である。

＜訂正＞
「なかま」４５５号の「会長に就任して」の１〜２行目は、「思えば、小島さん、宮原さん、中山さん、秋
葉さん、加藤さんについで、千葉県歴教協会長も私で６代目になる」に訂正します。

メールで千葉県歴教協会報「なかま」を配信しています。ご
希望の方は下記までお名前とその旨をお知らせください。
ｃｈｉｂａｒｅｋｋｙｏ＠ｃｓｃ．ｊｐ
また、職場や地域のことなどもぜひご投稿ください。（Ｍ）


